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泌尿 器科感 染症 に対 す るBMY-28100の 臨床 的検討

福士泰夫 ・折笠精一 ・吉川和行

東北大学医学部泌尿器科*

新 しいセフェム系経 口抗 生物質BMY-28100を10例 の急性単純性膀胱 炎お よび7例 の複雑性尿路

感染症に使用 し,以 下の結果 を得 た。

1) 急性単純性膀胱 炎に対す る主 治医 臨床効 果判定 は著効1例,有 効9例 で有効率100%で あ っ

た。UTI薬 効評価基準 に合致 した症例 は6例 で,総 合臨床効果 は著効3例,有 効2例,無 効1例 で有

効率83%で あった。細菌学的には6株 の菌が分離 され,そ の うち5株 が消失 した。

2) 複雑性尿路感 染症 に対 する主治医臨床効果判定 は著効4例,や や有効1例,無 効1例,判 定

不能1例 で有効率67%で あった。UTI薬 効評価 基準 に合致 した症例 は5例 で,総 合臨床効果 は著効4

例,無 効1例 で有効率80%で あった。細菌学的 には6株 の菌が分離 され,そ の うち5株 が消失 した。

3) 自他覚的副作用 は認め られ なか ったが,1例 に軽度 のAL-Pの 異常が認め られた。
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BMY-28100は 新 しく開発 された非エ ステル型経 口用

セフェム系抗生物 質である(Fig1)。 本剤 はグラム陽性,

陰性菌 に広 範 囲 な 抗 菌 ス ペ ク トラ ム を有 し,特 に

staphylococcus aureus等 の グラム陽性菌 に対 しては強い抗

菌力を持つ。 また,良 好な体 内動態 を示 し,そ の尿 中排

泄率は約70%と 高値 であ る1)。

今回我々は,尿 路感染症 に対 して本剤 を投与 し,そ の

臨床効果および副作用につ いて検討 したので報告す る。

I. 対 象 と 方 法

対象は,昭 和62年7月 よ り11月 まで東北大学 医学部

付属病院泌尿器科に通院 した17例 の尿路感染症患者で,

男性6例,女 性11例,年 齢 は24歳 か ら86歳,平 均53.5

歳であった。疾患 の内訳 は急性単 純性膀胱 炎10例,複

雑性尿路感染症7例 で複雑性尿路感染症 にお ける基礎疾

患は神経因性膀胱2例,前 立腺肥大症2例 ,腎 結石2例,

前立腺癌1例 であった。

これ らの症例に対 しBMY-28100を1回250mgあ るい

は500mgを1日2回 ない し3回 ,5～14日 間経 口投与

し,臨 床効果 および副作用 を検討 した。 また,UTI薬 効

評価基準2)に合致 した症例 はその基準 に従 って効果判定

を行った。

II. 成 績

1. 臨床効果

急性単純性膀胱炎10例 の症例一 覧をTable 1に ,そ の

臨床成績をTable2に 示 した。主治医臨床効果判定は著

効1例,有 効9例 で,有 効 率は100%で あ った。 この

うちUTI薬 効評価基準に よる判定 が可能であ った6例 の

総合臨床効果 は著効3例(50%) ,有 効2例(33%),無

効1例(17%)で,総 合 有 効 率 は83%で あ った 。 排 尿 痛

に対 す る効 果 は,消 失5例(83%),不 変1例(17%)で,

膿 尿 に 対 す る 効 果 は,正 常 化4例(67%),改 善1例

(17%),不 変1例(17%)で,細 菌 尿 に 対 す る 効 果 は陰

性 化4例(67%),菌 交代1例(17%),不 変1例(17%)

で あ った 。

細 菌 学 的 効 果 で は,分 離 さ れ た 起 炎 菌 はEscherichia

colz4株,Proteus mirabikis, Proteus vulgaris各1株 の計6株

で,こ の うちE. coli1株 の み が 存 続 した 以 外 は 総 て 消 失

し,消 失 率 は83%で あ っ た(Table3)。 また,投 与 後 出

現 菌 と してEnterococcus faecium, Enterobacter cloacae各1株

が 検 出 され た。

複 雑 性 尿 路 感 染 症7例 の 症 例 一 覧 をTable4に,そ の

臨 床 成 績 をTable5に 示 した 。 主 治 医 臨 床 効 果 判 定 は 著

効4例(67%),や や 有 効1例(17%),無 効1例(17%),

判 定 不 能1例 で,有 効 率 は67%で あ っ た。 この うちUTI

薬 効 評価 基 準 に よ る判 定 が 可 能 で あ っ た5例 の 総 合 臨床

効 果 は 著 効4例(80%),無 効1例(20%)で,総 合 有効

率 は80%で あ っ た 。 膿 尿 に 対 す る効 果 は,正 常 化4例

Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

* 仙台市星陵町1-1
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(80%),不 変1例(20%)で,細 菌 尿 に対 す る効 果 は,

陰性化4例(80%),不 変1例(20%)で あ った 。

細 菌学 的 効果 で は,S. aureus, streptococcus agakactiae,

E. coki, Klebsielka pneumoniae各1株 お よ びserratia marces-

cens2株 が 起 炎菌 と して分 離 され,s. marcescensの1株 が

存続 したが,他 の5株 は消 失 し,消 失 率 は83%で あ っ た

(Table6)。

2. 副作 用

BMY-28100投 与 に よる と考 え られ る 自他 覚 的 な副 作

用は全例 で認 め られ なか っ た。 臨 床 検 査 値 の 異常 は1例

AL-Pが 投 与前117か ら投 与 後142と 軽 度 上 昇 例 が 認 め

られた(Table7)。

III. 考 察

BMY-28100は ブ リ ス トル ・マ イヤ ーズ 研 究 所 株 式 会

社 で開発 された非エ ステル型の経 口用 セフェム系抗生物

質で あ る。 本剤 はセ フ ァロス ポ リ ン骨 格 の3位 に1-

propenyl基 を持 ちグ ラム陽性,グ ラム陰性 菌に広 範囲な

抗菌 スペ ク トラムを有 し,特 にs. amus等 のグ ラム陽

性菌 に対す る抗 菌力 が強化 されてい る。 また,良 好 な体

内動態 を示 し,そ の尿 中排泄率は約70%と 高値である。

今回我 々の検討 では,急 性単純 性膀胱 炎10例 お よび

複雑性尿路感染症7例 に本剤 を投与 した結果,UTI薬 効

評価 基準 に合致 した急性 単純性膀胱炎6例,複 雑性尿路

感染症5例 に対 し,そ れぞれ83%,80%と い う高 い総

合臨床効果が得 られた。従って少数例の検討なが ら,本

剤 の尿路感染症に対する有用性 は十分に うかがわれた。

細菌学的効果では,急 性単純性膀胱炎,複 雑性尿路感

染症 とも83%の 消失率 が得 られたが,こ れ は本剤 が良

Table 2. Overall clinical efficacy of  BMY-28100 in acute uncomplicated cystitis

Table 3. Bacteriological response to BMY-28100 in acute uncomplicated cystitis

* regardless of bacterial count
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Table 5. Overall clinical efficacy of BMY-28100 in complicated UTI

Table 6. Bacteriological response to BMY-28100 in complicated UTI

* regardless of bacterial count
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Table 7. Laboratory findings before and after administration of BMY-28100
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好な抗菌力を持つE.coliが 多か ったため と考え られる。

副作用に関 しては,自 他覚的副作用 は認め られず,臨

床検査値の異常について も1例 にAL-Pの 軽度上 昇が認

められたのみであった。従 って,本 剤の安全性 は高い こ

とが示唆 された。
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BMY-28100 IN URINARY TRACT INFECTIONS

YASUO FUKUSHI, SEIICH1 ORIKASA and KAZUYUKI YOSHIKAWA

Department of Urology, Tohoku University, School of Medicine,
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BMY-28100, a new oral cephem antibiotic, was given to 10 patients with acute uncomplicated cystitis and 7 patients with

complicated urinary tract infections (UTI). The results were as follows.

1) The clinical efficacy rate in acute uncomplicated cystitis as evaluated by the doctors in charge was 100%, with 1 case

excellent and 9 cases good. Six cases were evaluated by the Japanese UTI Committee criteria, the overall clinical efficacy rate

being 83%, with 3 cases excellent, 2 good and 1 case poor. Six strains of bacteria were clinically isolated , and 5 were
eradicated.

2) The clinical efficacy rate in complicated UTI evaluated by the doctors in charge was 67%, with 4 cases excellent, 1
fair, 1 poor and 1 case unknown. Five cases were evaluated by the Japanese UTI Committee criteria , the overall efficacy rate
being 80%, with 4 cases excellent and 1 poor. Six strains of bacteria were clinically isolated, and 5 were eradicated.

3) No side effects were noted, but a slight laboratory abnormality in AL-P was observed in one case .


